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あとがき
平野先生が亡くなって既に半年が過ぎた。しかし、いまだに先生の声が研究室や講義
室から聞こえてくるような気がする。この『東北大学言語学論集』第 11号は、ささや
かではあるが、卒業生や先生にゆかりのある方々が感謝や追悼の意を込めて先生にお送
りする「追悼号」とさせていただいた。 1993年に東北大学文学部言語学研究室へご
着任以来、学生に対する教育指導は言うまでもなく、研究室にかかる様々なことを円滑
に進められてきた先生の心配りに感謝の言葉を申し上げる。この「追悼号」に投稿して
くださった先生方や学生たちの心にも先生に対するいろいろな思い出が込められてい
るのではないかと思われる。
平野先生のご専門は韓国語の音韻論である。先生の現代韓国語の様々な音韻現象に関
する講義や学会発表をお近くで拝見し、そこから「言語現象をし、かに明らかにするか」
という言語学の本質を強く感じ取ったのは筆者だけではないだろう。また、先生の学問
に対する情熱は、私を含め、多くの学生たちの心に刻まれている。
先生に出会った人ならどなたも同様の印象をお持ちになると思うが、先生は佐事や研
究に熱い情熱を持った方である。いつも研究室に夜遅くまで残り、研究なさる姿を見て
大勢の学生たちが刺激されたことは言うまでもないと思う。特に、先生がマラソンをな
さることに象徴されるように、雨の日も雪の日も目標に向かつて走る変わらない姿勢に
は感動させられた。また、先生には研究室の酒の場でも、研究のことだけではなく人生
で大切ないろいろなことを教えていただいた。そのことは筆者の今の教員生活に多くの
影響を与えている。
先生に対する思い出は同僚の先生方や教え子たちの心に様々な形で残されていると
思う。短い生涯を終えた平野先生。先生と同じ時代に一緒に生きた我々は幸せである。
最後に、先生に対する気持ちを詩に込めて、先生に捧げ、べンを置くことにする。
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